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1. はじめに 

東京圏への人口集中の是正，地方創生を目的とし

た政策が多く行われている．国土交通省 1)2)と内閣府

3)は地域に対する愛着や帰属意識を高めることが重要

であるとして，「ふるさと」をキーワードに良好な景

観づくりや，魅力的な空間づくり，ふるさと教育など

の「人の地域とのつながりに関する様々な取組が行わ

れている。また、国土交通省 1)によると、ライフスタ

イルの多様化により金銭に換算できない豊かさを求め

る生活志向等が実現可能となっており、最近では都市

住民の間で地方での生活を望む田園回帰の意識が高ま

っている． 

一方，既往研究に着目すると、人の地域との心理

的な結びつきに関する研究として地域愛着などにかか

わる知見が多く見られるが、「ふるさと」や「地元」

といった自己との結びついている地域に関する研究は

農山村地域を対象にした調査や学生を対象とした教育

による意識醸成に関するものが多く，「地域との心理

的に結びつきに影響を与える要因」や「結びつきのあ

る地域に対してどのような意識を持っているのか」と

いう地域との心理的な結びつきの関係については明ら

かになっていない．そこで，本研究では自己の意識に

おける地域の認識と自己の意識における地域との心理

的な結びつきについて分析する． 

2. 既往研究の整理と本研究の位置付け 

 城月 4）は，「人と場所の心理的な結びつきを理解す

るうえでは「場所感覚」という概念が最も有用であ

る．と示している．また，心理的な結びつきを肯定的

なものとしてだけ見るべきではない．また，肯定的な

影響だけを与えるものとしても見るべきではない」と

考察した．Jorgensen5)は場所感覚を，物理的環境に関

連した個人のアイデンティティを決定する自己の次元

であり，この環境に関連した意識的・無意識的な考

え，信念，好み，感情，価値，目標，行動傾向，スキ

ルなどの複雑なパターンによって決定される「場所ア

イデンティティ」，集団または個人とその環境との間

に生じる肯定的な絆である「場所愛着」，居住者が自

分と特定の場所との間の関連性の強さを認識すること

である「場所依存」の要素を含むものと示している．

藤居ら 5)や西上ら 6)の調査では，「ふるさと」という

心理的な結びつきのある地域に対して否定的な印象，

感情を抱いているデータが見られた．以上のことか

ら，心理的な結びつきのある地域に対して必ずしも肯

定的な関係であるとは言えないだろう．よって，知見

では心理的な結びつきを複合的な概念として示してい

るが，人の地域との心理的な結びつきと地域に対する

意識の関係を把握することが政策と研究の両方に必要

だと考える． 

3. 仮説 

本研究では「結びつきのある地域に対する認識」

を地域に対する印象と理解の認識から分析する．自己

アイデンティティの中での地域への認識を捉えるため

に，心理的な結びつきのある地域を「自分を最もよく

表す地域」とし，心理的な結びつきは自身が対象地域

に対して抱く感覚として，地域愛着と場所アイデンテ

ィティから分析を行う． 

心理的な結びつきを，知見をもとに地域愛着と場

所アイデンティティの２つで定義し，地域愛着は鈴木

ら 7)，場所アイデンティティは Jorgensen5)を参考にし

て調査・分析をする．本研究では次の仮説を構築し

た． 

Ａ．地域に対して肯定的な印象を持っているほど，心

理的な結びつきが強くなる． 

Ｂ．地域について理解しているという意識が，心理的

な結びつきを強める 
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図-1 心理的結びつきに影響を与える要因についての

因果構造仮説 

 
4. 調査概要 

 自己の意識における地域と，地域に対する意識の関

係性の把握のためにWEBアンケートによる意識調査

を 2022年 1月 18日～同 21 日に実施した．調査項目

として，自己の意識における地域の有無，地域に対す

る印象，その地域を選んだ理由などを主に五件法を用

いて設定した． 

全国の 20歳以上の男女を調査対象に行い，回答数

は 1097件となった．しかし，自分を最もよく表す地

域について「特にない・わからない」という回答が

181件あり，自己の意識における地域がないものとし

て除外し，916件のデータを用いて分析を行った． 

5. 調査結果と考察 

 自己の意識における地域がある．と回答した 916件

のデータを用いて因果構造仮説について共分散構造分

析を行った．その結果，地域を肯定的な印象で捉えて

いることが地域愛着と場所アイデンティティを高める

ことが明らかになった．地域に対する理解の認識は地

域愛着と場所アイデンティティにわずかであるが影響

をあたえていることが明らかになった． 

 このことから，地域を良いものとして認識すること

によって心理的な結びつきを高めることが明らかにな

った．今回の分析では「地域に対する肯定的な印象」

と心理的な結びつきの影響について分析を行った．し

かし，知見でもあるように心理的な結びつきを肯定的

な面からだけ捉えるのではなく，否定的な面からの分

析や肯定的・否定的問わず，地域に対する印象の強さ

などの分析を行っていくことが必要である．さらに，

地域に対する印象は地域差が影響を与えていると考え

られることから，項目の精査が必要である． 

 
図-2 共分散構造分析の結果 
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